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 案件 

市制施行80周年記念事業方針（案）について 

政策推進課 
 

１．政策等の背景・目的及び効果 

本市は、令和９年８月１日に市制施行80周年という大きな節目を迎えます。この節目の年を、

さらなる飛躍の機会と捉え、「未来をヒラく カタちづくる～80年の感謝、100年への挑戦～」を

80周年記念事業のテーマとして掲げ、令和９年度を中心に、80周年記念事業の取組を進めてまい

ります。 

このテーマには、80周年の節目に市民、企業、団体など「枚方」を構成するあらゆる主体と

「自然、歴史や文化を引き継ぐ」とともに「未来への種」をまき、新しい可能性を切り拓いてい

く姿勢を「ヒラく」と表現し、この記念事業を一過性のイベントで終わらせず、取組で生まれた

様々な「ひと・もの・こと」を、100周年につなぎ、残していこうという想いを「カタちづく

る」に込めています。これにより、既存の枠組みを超えた多様な共創を促進し、本事業を契機と

した地域全体の活力向上と新たな市民活動の創出を目指していきます。 
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２．基本方針の内容 

（１）まちの財産の継承と創出 

地域の自然、歴史や文化の魅力を次世代へと確実に引き継ぐ。さらに、20年後の市制施行

100周年に向けた「未来への種まき」を行い、次の世代へ遺す新たな財産として、事業を通じた

発展・醸成に向けた取組を進める。 

 

（２）まちへの愛着・誇りの醸成による未来のまちの担い手づくり 

持続可能なまちの実現に向け、あらゆる主体がまちへの愛着や誇りを醸成する事業を実施し、

市の未来の担い手づくりにつなげる。 

 

（３）選ばれるまちに向けた魅力発信と関係人口の創出 

市の魅力を広く発信するとともに、市のプレゼンスや認知度をより高めていけるよう、市内

外へのシティプロモーションを推進し、枚方市と多様に関わる関係人口の創出につなげる。 
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３．事業構成 

（１）記念式典 

80周年を祝い、市政功労者等の表彰を行う「記念式典」を令和９年度の冬に実施する予定です。 

（２）記念事業 

① 桜植樹（市の花である「桜」の景色が未来でも楽しめるよう市内各所の老木の植替え等） 

② 新規事業（市制施行80周年を契機に実施する事業） 

③ 拡充事業（市制施行80周年に伴い拡充する既存事業） 

※ 既存事業は、記念事業の応援事業としてロゴマークの活用などに

より、記念事業の周知を行います。 

（３）協賛事業 

市民や企業等が主体的に実施しているもので、本方針と合致する取組を位置づけます。 

（４）その他 

市制施行80周年記念事業はクラウドファンディングやふるさと納税を活用して取組を推進する

ため、「枚方市市制施行80周年記念基金」を設置します。 
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４．実施時期等 

令和８年（2026年）８月   市制施行80周年記念事業方針（案）を総務委員協議会に報告 

         ９月   ９月定例月議会に補正予算案及び基金条例改正案を提出 

              市制施行80周年記念事業方針の決定 

              記念事業の検討（令和９年度実施分） 

         10月   寄附金の受け入れ 

令和９年（2027年）２月   令和９年度実施記念事業（案）を総務委員協議会に報告 

４月以降 記念事業の実施
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５．総合計画等における根拠・位置付け 

総合計画 基本目標  地域資源を生かし、人々が集い活力がみなぎるまち 

  施策目標19 地域資源を生かし、人々の交流が盛んなまち 

 

 
 

                
 

 

 

 

６．事業費・財源及びコスト 

《事業費》   7,470千円（令和８年９月定例月議会に補正予算案を提出予定） 

内訳     消耗品費  1,680千円（80周年横断幕・懸垂幕、のぼり、缶バッジ等） 

      印刷製本費  390千円（ＰＲパンフレット作成） 

      報償金    400千円（ロゴマーク作成） 

      積立金   5,000千円（枚方市制施行80周年記念基金への積み立て） 

《財 源》    

内訳     指定寄附金 5,000千円（80周年事業への寄附） 

      一般財源  2,470千円 

※ 令和９年度に実施する記念事業に関する費用は、令和９年度予算で計上予定 


